
　
　
　
　
　
　
　

　
大
槻
先
生
は
、
自
分
の
協
力
隊
参
加

を
振
り
返
っ
て
「
実
の
と
こ
ろ
、
参
加

す
る
と
き
は
そ
こ
ま
で
大
き
な
目
的
を

持
っ
て
は
い
な
か
っ
た
ん
で
す
」
と
言

う
。
理
科
教
師
の
大
槻
先
生
は
ネ
パ
ー

ル
に
派
遣
さ
れ
、
１
年
目
は
山
間
の
小

中
高
一
貫
校
で
理
数
科
教
育
を
受
け
持

ち
、
２
年
目
は
政
府
機
関
で
理
科
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
や
教
科
書
の
作
成
を
担
当

し
た
。「
日
本
の
子
ど
も
は
勉
強
と
言
う

と
ノ
ー
ト
に
書
き
始
め
ま
す
が
、
ネ
パ

ー
ル
の
子
ど
も
は
教
科
書
を
読
み
始
め

ま
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
そ
れ
ぞ
れ

の
得
意
分
野
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ

ろ
う
と
感
じ
ま
し
た
」

　
帰
国
後
、
自
分
の
経
験
を
日
本
社
会

に
還
元
す
る
方
法
を
考
え
て
い
る
う
ち

に
、
開
発
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

を
考
え
る
〝
開
発
教
育
〞
に
出
会
っ
た
。

「
こ
れ
だ
」、
と
考
え
た
大
槻
先
生
は
、

協
力
隊
O
B
の
仲
間
た
ち
と
一
緒
に「
国

際
理
解
研
究
会
み
な
み
の
風
」
を
立
ち

上
げ
、
以
来
、
ず
っ
と
研
究
を
続
け
て

い
る
。
ゲ
ー
ム
感
覚
の
教
材
や
授
業
案

を
考
案
し
、
学
校
の
授
業
や
自
治
体
の

セ
ミ
ナ
ー
で
の
講
師
な
ど
も
行
っ
て
い

る
と
い
う
。

世
界
と
の
出
会
い
を

日
本
に
還
元
す
る
た
め
に

る
」
と
話
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

も
っ
と
こ
う
し
た
話
が
知
り
た
い
と
い

う
生
徒
た
ち
が
集
ま
っ
て
き
た
。
そ
こ

で
、後
の
ユ
ネ
ス
コ
ク
ラ
ブ
と
な
る
「
ワ

ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
W
I
T
H
」
と
い
う

ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
た
。

　
ま
た
、
担
当
教
師
が
得
意
分
野
の
ゼ

ミ
を
開
く
「
総
合
探
究
」
で
は
、「
持
続

可
能
な
地
球
の
た
め
の
ゼ
ミ
」
と
し
て

開
発
問
題
を
学
ぶ
ゼ
ミ
を
担
当
し
た
。

同
ク
ラ
ブ
の
生
徒
が
中
心
と
な
っ
て
セ

ミ
ナ
ー
や
講
演
会
に
参
加
し
、
独
自
の

「
国
際
理
解
ゲ
ー
ム
」
を
作
成
し
て
出
張

授
業
を
行
う
な
ど
、
楽
し
み
な
が
ら
開

発
問
題
を
学
ん
だ
。

　
高
校
で
の
活
動
を
通
し
て
、
大
学
で

学
び
た
い
こ
と
を
見
つ
け
た
生
徒
や
、

N
P
O
活
動
に
参
加
し
て
い
る
生
徒
な

ど
も
多
い
。
世
界
を
知
る
と
同
時
に
、

社
会
で
の
道
し
る
べ
を
見
つ
け
る
役
に

も
立
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
今
は
、
廃
止
さ
れ
た
「
総
合
探
究
」
で

の
経
験
を
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
に
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
す
る
方
法
を
模
索
中
だ
。
ま

た
、
大
学
生
と
の
連
携
や
、
他
の
先
生

特集 グローバル人材
世界と手をつなごう

た
ち
と
協
力
し
た
研
究
活
動
な
ど
、
開

発
教
育
の
輪
を
よ
り
広
げ
て
い
く
方
法

を
考
え
て
い
る
と
い
う
。

　「
衣
服
や
日
用
品
、
食
料
な
ど
、
私
た

ち
の
生
活
は
い
や
応
な
し
に
世
界
と
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
世
界
を

取
り
巻
く
諸
問
題
と
無
関
係
で
は
な
い

ど
こ
ろ
か
、
そ
う
し
た
問
題
は
意
外
と

身
近
な
と
こ
ろ
で
起
こ
っ
て
い
る
ん
で

す
」
と
強
調
す
る
大
槻
先
生
。
こ
れ
ま

で
歴
任
し
て
き
た
ど
の
学
校
の
生
徒

も
、
開
発
教
育
に
は
興
味
を
示
し
て
く

れ
た
と
強
調
す
る
。
勇
気
を
持
っ
て
世

界
に
一
歩
を
踏
み
出
せ
ば
、
何
か
が
変

わ
る
―
―
。
自
ら
の
経
験
で
感
じ
た
そ

の
こ
と
を
、
生
徒
や
他
の
先
生
た
ち
と

一
緒
に
伝
え
て
い
く
つ
も
り
だ
。

　
大
槻
先
生
は
８
年
前
、
堀
川
高
校
に

異
動
し
て
す
ぐ
の
こ
ろ
、
授
業
の
中
で

レ
ア
メ
タ
ル
を
取
り
上
げ
る
機
会
が
あ

っ
た
。
そ
の
時
、「
レ
ア
メ
タ
ル
を
め
ぐ

っ
て
、
ア
フ
リ
カ
で
内
戦
が
起
き
て
い

生
徒
の
好
奇
心
を
後
押
し

開
発
問
題
を
学
ぶ
ゼ
ミ

世界を見てきた経験を、どうやって日本に伝え、生かしていくか。
授業では知ることのできない風景を生徒たちに届けるため、
大槻一彦先生は、課外活動や研究活動に取り組んでいる。

開発教育全国研究集会で。世界を日本の若者に伝えるため、
開発教育は大槻先生（中央）のライフワークになった環境教育に興味を持つ若者は多い。自分たちの生活とのつながりは、国際理解への

糸口だ

Global human 
resources

教
育

で活
躍

日本社会で世界を教えたい

　大槻先生がWITHを立ち上げる際のメンバ
ーの一人だった池田さん。当時からボランテ
ィア活動に興味があり、大槻先生を誘って路
上生活者の夜回りボランティアに参加したこ
ともあるという。２年生のときに大槻先生の
ゼミに参加して教材の作成からワークショッ
プの運営までの一連の工程を経験。JICA関
西のイベントや、協力隊経験者が集まる場所
でのワークショップを通して、国際協力や開
発教育などについて深く学んだ。
　また、テレビで放送された国連難民高等
弁務官事務所（UNHCR）職員の活動に衝
撃を受け、よりいっそう国際協力への道に魅
力を感じるようになった。大学ではNPOのス
タディーツアーや卒業論文のための現地調
査を経験し、途上国で仕事をするために青年
海外協力隊への参加を決めたという。大学
で学んだ現地調査の知識を生かして、バング
ラデシュの地下水の汚染が深刻な地域で、
「安全な水」に関するワークショップや啓発
活動に取り組む予定だ。
　「私にとって、国際協力とは、課題を抱える
地域の人々が、それぞれの可能性を伸ばす活
動です。現地の人たちと共に活動すること
で、自分自身も学び、成長できると考えていま
す」という池田さん。２年間という限られた
任期の中で住民の「安全な水へのアクセス」
を少しでも可能にするために、今から思いを
めぐらせている。

池田 愉歌さん
青年海外協力隊研修生

高校からの経験生かし
国際協力の現場へ

バングラデシュ派遣に向けて研修に取り組む

大槻一彦  OTSUKI Kazuhiko
青年海外協力隊としてネパールの学校
に派遣され、国際理解と開発教育の大
切さに気付く。日本に帰ってからも協力
隊OBと研究会を立ち上げ、開発教育に
取り組み続けている。合同学習会で、生徒自身が調べた内容を発表。こうした経験が、生徒たちの将来にも

つながっている

大槻 一彦先生
京都市立堀川高等学校
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